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さあ！ 夏休み 安全に過ごし、楽しい思い出をたくさん作ろう！！
「新しい学年に進級しました。新たな気持ちでがんばりましょう 」と始まった１学期も。

いよいよ終わりです。ＰＴＣ活動など保護者、地域の方には、様々な形でのご協力、本当

にありがとうございました。また、２学期もよろしくお願いいたします。

さて、この４ヶ月の間に子どもたちは、いろんなことにチャレンジし、失敗したり成功

したりと様々な体験をしてきました。そこで、１学期の「がんばったことベスト５」を教

えてもらうと、たくさんほほえましい内容があったので紹介させてもらいます。

、 。 。自分で自分を見つめ直すことは 子どもを大きく成長させてくれます 夏休みも温かい励ましをよろしくお願いします

。■きゅうしょくをのこさずたべました

■といれのすりっぱをならべました。

■ジブリックたいそうさいしょはおぼ

えられなかったけどおぼえられるよう

になったよ。

■ぶらんこがさいしょはおしてもらわ

なできなかったけど、じぶんでのれる

ようになった。

■なわとびでまわっているのにはいれ

ました。

■てつぼうをいっぱいして、てにまめ

ができました。

■ほんよみがおおきなこえでできまし

た。

■みずやりをわすれずにやりました。

■プールでかおをふかくまでつけれる

ようになりました。

▼ふうりんで、紙ねんどをきれいにツルツル

にかためるのがむずかしかったけど、うまくで

きた。

▼てつぼうで、手にまめができて手がいたくな

ったけどさかあがりをがんばった。

▼マットの「うしろまわり」をまいにちいえでれ

んしゅうしていたからできるようになった。

▼さんすうのかけざんを毎日おふろでいわさ

れています。

▼２５ますけいさんが早くなった。さいこうで１

分１７びょう。

▼水えいのとき、わたしはちょっとぶくぶくを

水のなかでやるのがにがてだったけどプール

で何回もしたよ。

▼こくばんに、はずかしかったけど、先生が、

「そこ書いてね。」と言ったので、書いたらほめ

られたよ。

●手をあげるのはにがてだったけどゆ

うきを出してがんばった。

●いつも外へ行ってバッタとカマキリ

とコオロギをつかまえて生ちょうして

いるところを見たよ。

●学校水泳でバタ足５ｍはじめて泳げ

ました。

●おこりだしそうなときに少しだけガ

マンした。

●てつぼうのさかあがりをいっぱいし

てまめがたくさんできた。

●ＰＴＣのドッジボールでお母さんた

ちをいっぱい当てられてうれしかった

です。

●ホウセンカに毎日、水やりして、花

がいっぱいさいてうれしかったよ。

▲４０００ページ以上本をかりてよんだ。

▲音楽で歌うとき声を大きくしすぎてかえり

声がかれてしまった。

▲社会の発表で声が小さくならないように

気をつけて声を大きくした。

▲図工のコリントゲームで指をまちがえて

打ったけど、こらえながらやった。

▲お弁当くばりの時、おりがみでつるをつく

ったらとっても喜んでくれてうれしかった。

▲「はい」「ありがとうございます」「さような

ら」を大きな声で言った。

▲ひこうきとびをちょうせんする時に心ぞう

がドキドキしたけどゆう気を持ってやったら

できた。

▲３年の時は５分前行動をしていなかった

けど、４年になって５分前行動をした。

★給食を早く食べて、児童委員会の仕事

をしました。

★給食でパンをできるだけ残さず、おか

わりもしていっぱい食べた。

★４年の時より、よく手を挙げて自分の

意見を友達に伝えた。

★たくさん手を挙げて意見をたくさん言

いました。

★エルマリノ小学校のキキ、ヒデコ、ユ

キオと仲良くなれました。

★保健委員会のミュータンスのげきをい

っぱい練習して、はっきりとせりふを言

った。

★漢字テストの練習を何度も何度もやっ

た。

◆わすれもののないよう朝チェックした！

◆図工の校舎の絵をこまかいところまで

きれいにていねいにかいた。

◆１年生の子といっしょに２０分休けいの

ときや昼休みの時におんぶばっかりして

せなかがいたくなったけどあそんだ。

◆体育の時間にしんしつ後転をしたけれ

ど、初めはできなかった。だから家で練習

をしてできるようになった。

◆「自分はあまり泳げない」と思わずに練

習した。凸平泳ぎ５０ｍができた。

◆そうじにおくれないように、３分前にそう

じ場所に行った。

◆放送委員で昼の放送がおわったらもう

１時で給食当番おくれないように教室に帰

った。

７月 夏の行事
２３(金)子ども映画会 「ボルト」
２４(土) 盆踊り
２１(水)、２２(木)、２３（金）水泳教室
２２(木)～２３(金) なかよし宿泊学習
２５(日)～２６(月) ５年キャンプ

８月６(金） 平和登校日 ８時登校
子どもたちが遅れないようにご配慮お願いします。

２５(水)全校登校日 学舎キッズ ２６(木)学舎キッズ

市役所の協力のもと、児童委
員会９名が、五中のボランティ
アと一緒にせせらぎ清掃に取り
組みました。今年は、パーク協
の一斉清掃にあわせ、日曜日の
９時から約１時間半、水びたし

、 。になりながら がんばりました
とってもきれいになりました。
最後には飲み物をもらって子ど

もたちは大喜びでした。



エルマリノ小学校の児童１０名が来校！

貝塚市の姉妹都市カルバシティ市のエルマリノ小

学校から、今年も子どもたちが来貝しました。５年

生の児童１０名と保護者２名の総勢１２名です。

７月３日（土）の夕方６時３０分、二色小学校に

到着。飛行機で１５時間かかったそうですが、二色

ランチでホームステイ先のファミリーが歓迎する

と、にこにこしながら握手して一緒に写真を写しま

した。

７月６日（火）５時間目の全校集会で、エルマリ
ノ小学校の歓迎集会を行い、児童委員会の児童があ
いさつをしました。また 「校歌」を二色小児童全員、
で、１、２年生が「かっこう」を演奏し、歓迎しま
した。エルマリノ小学校のみなさんは日本語で自己
紹介、そして、リコーダーで「こいのぼり」を演奏
し 「 」の歌を発表をしてくれ、 This Land Is Your Land
ました。

エルマリノの子どもたちは、これから２週間ホス
、 、トファミリーの児童と一緒に登校し クラスに入り

毎日授業を受けたり、給食を食べたりします。
エルマリノ小学校では 「日本語」と「英語」の両、

方の授業を行っています。子どもたちは、みんな日
本での生活を楽しもうと張り切っています。

ホストファミリーの保護者や地域の皆さん、本当
にご協力ありがとうございます。

エルマリノ日程表
７月３日(土) 関空到着17:50

ホストファミリー顔合わせ19:00
５日(月) 交流推進課歓迎会18:00
６日(火)二色小学校歓迎集会
８日(木)コスタミラ展望台自然遊学館見学,
９日(金)奈良旅行

１２日(月)広島旅行
１３日(火) おおぞら保育所交流10:00 ~ 11:00
１６日(金)お別れ集会 ④下水処理場見学

（その１）◎より○をみよう
木村 司（泉南市教育委員会指導課 教育相談員）

・なぜ◎より○なのか？

みなさんは、ご自分の子育てに自信があります

か？大半の人は「自信がない」と答えるでしょう。

しかし、自信がなく、わからないなりに、自分なり

に子どもと向き合って生活をしています。このよう

に自分なりにしっかりできているところがあるにも

かかわらず 「自信がない」と答えてしまう人が多、

くいます。なぜでしょう？それは、他人の話や本に

書かれていることと自分の子育てを比べてしまうか

らではないでしょうか 「隣の芝生は青い」という。

ように、他人の話や本に書かれていることは、自分

の子育てと比べてすごくいいように思えてなりませ

ん。すごくいい部分と比べてしまうから、せっかく

自分なりにできている部分があるにもかかわらず、

それがかすんでしまうのです。

つまり、よくできているところの◎（二重まる）

を見ることで 自分自身でできているところの○ ま、 （

る）が、まるでできていないかのように思えてしま

うのです。これは、子どもとの関係でも同じことが

言えます。子どものできているところ、やれている

子育ての
ために

ところは意外と多くあります。しかし 「この年齢、

でこんなことができるのは当然だ 「こう伝えたか」、

ら、ここまでできてもいいはずだ」というように、

できていることの○を見るのではなく、できている

こと以上の◎を期待してしまいます。これは非常に

もったいないことです。できていないのであれば仕

方がありませんが、しっかりとできているにもかか

、 。 。わらず そこを見てもらえない 認めてもらえない

こんな悲しいことはありません。これは、親にとっ

ても子どもにとっても悲しいことです。

どうすればいいのかは、もうおわかりですね。よ

くできているところやすごくいいところの◎ではな

く、すでにできているところ、やれているところの

○をしっかりと見ることです。人間、欲を出すとろ

くなことがないと言われますが、まさにその通りか

もしれません。欲を出すことでできているはずの○

の部分がかすんで見え、できていないかのように錯

覚してしまいます。ですから、よくできている◎で

はなく、○の部分をできるだけ見つけていきましょ

。 （ ）う ９月号に続く

もうすぐ夏休み。１学期を振り返ってみていかがですか？雑誌「教育新潮」１９６号を見ていましたらこんな記事が

あり はっ と目を引きました。木村先生は昨年度「集団作り」の校内研修にも来ていただいた方です。ご本人の了解を!!
得てここに載せることにしました。親子の関係も１学期の振り返りをしてみてはどうでしょう。


